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１. 海外水処理薬品事業の拡大 
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KEGとのシナジー拡大 
商品・開発・生産 

ベトナムに現地法人を 
設立 

北米M&Aの 
探索 

中東における事業強化 
UAEに現地法人設立 

東南アジア地域における 
拠点機能の再編・強化 



２. クリタ・ヨーロッパＧｍｂＨの状況 
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欧州における売上高の商品構成 売上高の地域別構成  

水処理薬品 
紙プロセス 

薬品 

アルミナ 
化合物 

EMEA 

中国 

クリタ大連への統合 

中東への展開を強化 

*  2016年見通しによる構成比です。 

前年比 
マイナス 

前年比 
マイナス 

前年比 
プラス 



３. 超純水供給事業の売上高見通し 
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計画 

（億円） 

▲ 36 

契約変更 

契約満了 新規・追加など 

+ 32 
▲ 30 

＊   内は期初計画 

322 
+ 38 ▲ 36 



４. 超純水供給事業のトレンド 
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07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 12/3 13/3 06/3 14/3 05/3 04/3 16/3 15/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 03/3 

原契約 契約更新または契約延長 

* 上記は主な契約を示しており、すべての契約を網羅するものではありません。 

【海外】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【海外】 

【国内】 

【国内】 



５. ＩＴの活用によるサービス事業の変革 

5 

解析 
ボイラ・冷却塔・ 

水処理設備などの 
お客様設備 

モニター画面 

提案 
リアルタイム監視 

データ収集 

クラウド 

最適な薬注制御やメンテナンス 

仕事のやり方・進め方の変革 競争優位性の創出 

ＩＴ戦略室の設置 

センサー 



６. 資本効率の向上 
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キャッシュの創出 キャッシュの使いみち 

 国内外における超純水供給事業 
  などへの投資。 

 5年通算の配当性向で30-50%を目途
に増配継続に努める。 

 有望な事業への投資を優先し、余剰
資金による自己株式取得も検討。 

 北米でのM&Aを検討。 

設備投資 

配当 

自己株式取得 

（2016年3月期～2018年3月期 3年累計） 

850～880億円 850～880億円 

キャッシュの使いみち（方針） 

 運転資金と予備的資金を確保したうえで、余剰資金と自己資本の増加抑制に努める。 

 株主資本コストを上回るROEの維持とさらなる向上を目指す。 

Ｍ＆Ａ 
営業 

キャッシュフロー 



７. 役員報酬の見直し 
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役員報酬制度の変更 

変更後 

現行制度 

① 取締役 （社外取締役除く） 

② 社外取締役、監査役 

固定報酬 業績連動 

持株会拠出 固定報酬 
業績連動型 
株式報酬 

業績連動 

固定報酬 
持株会 
拠出 

持株会
拠出 

退任時に支給 



■ U R L ■  

■ M A I L ■  

h t t p : / / i r . k u r i t a . c o . j p /  

i r @ k u r i t a . c o . j p  

【 将来見通しに関する注記事項 】 

本資料に掲載されている計画数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであるため、

リスクや不確実性を含んでおり、実際の業績はこれと異なる可能性があります。 


